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一番改善して欲しいこと
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時間外勤務の事後確認

ア
ン
ケ
ー
ト

で
一
番
改
善

を
望
む
こ
と

を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
「
時

間
外
勤
務
」

２
１
６
名
、

23
・
９
％
、
「
権
利
」
１

１
５
名
、
12
・
７
％
、

「
勤
務
体
制
」
86
名
、
９
・

５
％
が
上
位
と
な
り
ま
し

た
。一

位
の
時
間
外
勤
務
は
、

特
に
20
代
で
は
、
30
・
40

代
の
倍
近
い
人
が
改
善
を

求
め
て
い
ま
す
。

時
間
外
勤

務
は
上
司
か

ら
の
事
前
命

令
で
行
う
こ

と
が
原
則
で

す
。事

前
命
令

が
「
あ
る
」

は
２
２
９
名
、

25
・
３
％
で
、

「
昨
年
の
ア

ン
ケ
ー
ト
と
ほ
ぼ
同
様
で

し
た
。
「
な
し
」
は
４
３

８
名
、
48
・
５
％
で
、
昨

年
の
53
・
４
％
よ
り
は
４
・

９
ポ
イ
ン
ト
減
っ
た
も
の

の
、
以
前
、
約
５
割
が
事

前
命
令
な
し
で
時
間
外
を

行
っ
て
い
る
実
態
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。

時
間
外
勤
務
の
事
後
確

認
は
、
「
あ
る
」
が
４
０

８
名
、
45
・
１
％
で
、
昨

年
の
41
・
６
％
よ
り
３
・

５
ポ
イ
ン
ト
増
え
、
「
な

し
」
３
５
４
名
、
39
・
２

％
を
上
回
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
取
り
組
ん
で
以
来
初

め
て
の
結
果
と
な
り
ま
し

た
。今

後
さ
ら
に
事
前
命
令
・

事
後
確
認
へ
の
、
管
理
職

の
意
識
向
上
改
革
を
求
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
完
全
支
給
」
は
４
６

９
名
、
51
・
９
％
、
「
完

全
支
給
さ
れ
て
い
な
い
」

は
３
４
３
名
、
37
・
９
％

で
し
た
。

手
当
の
完
全
支
給
に
む

け
て
、
予
算
の
確
保
を
求

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。独

立
行
政
法
人
と
な
る

場
合
に
知
り
た
い
内
容
は
、

「
賃
金
・
手
当
」
５
２
７

名
、
58
・
３
％
が
ト
ッ
プ

で
、
「
身
分
保
障
」
「
福

利
厚
生
」
と
続
き
ま
し
た
。

独
法
化
に
む
け
て
は
、
秋

頃
に
病
院
事
業
庁
の
対
応

が
明
ら
か
に
な
る
予
定
で

す
。
組
合
と
し
て
も
説
明

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

(1) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №79

県立病院ではたらく仲間をつなぐ
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病
院
組
合
で
は
、
２
０
１
４
職
場
要
求

を
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
個
人
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
項
目
の
集
計
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
各
分
会
で
は
、
職
場
要
求
・
総

合
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
分
会
要
求

を
ま
と
め
、
７
月
中
を
め
ど
に
所
属
長
交

渉
を
進
め
て
い
き
ま
す
。



７
月
３
日
、
ア
イ
リ
ス

愛
知
で
病
院
事
業
庁
交
渉

を
、
組
合
本
部
と
分
会
三

役
・
補
助
機
関
代
表
者
の

参
加
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
初
め
て
の
交
渉

に
あ
た
り
、
糟
谷
病
院
事

業
次
長
か
ら
、
「
が
ん
中

央
病
院
化
療
セ
ン
タ
ー
を

全
国
で
も
最
大
規
模
で
オ
ー

プ
ン
し
た
。
職
員
体
制
が

不
十
分
で
あ
り
、
薬
剤
師
、

看
護
師
を
増
員
し
患
者
の

待
ち
時
間
を
無
く
し
た
。

ま
た
、
看
護
師
確
保
の
た

め
、
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
の

借
り
上
げ
を
行
っ
て
い
る
」

な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
は
事
業
庁
の
説
明

内
容
の
要
約
で
す
。

（
箕
浦
経
営
課
長
）

●
が
ん
愛
知
病
院

地
域
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

を
整
備
し
て
、
緩
和
ケ
ア

の
拠
点
病
院
と
し
て
位
置

付
け
て
い
く
。

●
城
山
病
院

来
年
度
末
に
は
医
療
観

察
法
病
棟
が
オ
ー
プ
ン
す

る
。

●
小
児
セ
ン
タ
ー

三
次
救
急
の
実
施
に
む

け
て
、
有
識
者
か
ら
意
見

を
聞
い
て
い
る
。

●
独
法
の
調
査

病
院
の
経
営
改
善
が
で

き
な
い
の
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も

原
因
で
あ
り
、
診
療
報
酬

の
見
直
し
に
対
応
し
、
人

が
増
や
せ
る
の
が
独
法
。

職
員
全
員
の
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
も
行
い
、
不
明
・

疑
問
に
も
答
え
て
い
き
た

い
。
上
層
部
だ
け
で
決
め

る
こ
と
で
は
な
い
。

調
査
し
た
印
象
は
独
法

の
方
が
良
い
と
思
う
。

（
川
口
経
営
課
主
幹
）

●
平
成
25
年
度
決
算
・
26

年
度
予
算

一
般
会
計
か
ら
の
負
担

金
は
２
・
５
億
円
の
減
と

な
っ
て
い
る
。

26
年
度
予
算
は
、
全
体

で
は
14
億
円
の
赤
字
と
な

り
、
25
年
度
よ
り
３
・
３

億
円
増
加
す
る
。

留
保
資
金
を
増
や
す
た

め
に
は
収
益
を
上
げ
る
、

支
出
を
下
げ
る
な
ど
の
努

力
が
い
る
。

（
組
合
）
予
算
を
組
む
う

え
で
の
入
院
患
者
数
で
あ

る
が
、
厳
し
い
数
字
で
は

な
い
か
。

（
事
業
庁
）
城
山
の
南
下

が
休
床
し
た
割
に
は
厳
し

い
。
小
児
セ
ン
タ
ー
は
１

８
９
床
稼
働
で
き
る
。
愛

知
は
予
算
上
は
１
８
９
人

で
あ
る
が
、
職
員
の
配
置

は
２
１
１
人
で
し
て
あ
る
。
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○日時・場所：２０１４年８月２３日（土）
雨天決行 （大阪市）

○募集人員：４５名

（定員を超えた場合は抽選）

※家族は同居に限る。

☆最少催行人員３０名

○参加費：
大人 (中学生以上) ①６，５００円
小人（４歳～小学生） ②５，５００円
３歳以下 ③ ５００円

○募集締切：２０１４年８月７日(木)
○申込方法等：
申込書に記入の上、ＦＡＸ又はＴＥＬ
にてお申込みください。
申込先 「ハートフル宿予約センター」

ＦＡＸ０５２－３３９－４８２１
ＴＥＬ０５２－３３９－４８２２

※詳細は職場に配布したチラシを参照し

てください。

６
月
14
日
、
15
日
の
２
日
間
、
医
療
関
係
の

労
働
者
、
組
合
関
係
者
が
集
っ
た
医
療
研
に
、

病
院
組
合
か
ら
５
名
が
参
加
し
交
流
を
し
て

き
ま
し
た
。

（
記
念
講
演
）

県
立
広
島
大
学
の
都
留
民
子
教
授
か
ら
、

社
会
保
障
と
は
、
勤
労
者
・
労
働
者
が
生
み

出
し
た
富
を
取
り
戻
す
制
度
で
あ
り
、
政
府

や
資
本
家
に
作
ら
れ
た
社
会
保
障
制
度
で
は

い
け
な
い
な
ど
の
講
演
。

（
分
科
会
）

「
医
療
政
策
と
看
護
労
働
」

全
国
的
に
12
時
間
夜
勤
の
二
交
替
制
勤
務

に
よ
り
、
12
時
間
長
日
勤
で
看
護
師
は
疲
れ
、

増
員
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
な
ど
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

「
精
神
医
療
」

「
病
棟
転
換
型
居
住
系
施
設
が
本
当
に
社

会
復
帰
か
」
の
問
題
と
司
法
病
棟
の
現
状
な

ど
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

「
病
院
・
介
護
・
福
祉
施
設
に
お
け
る
給
食

改
善
を
！
」

全
て
の
病
院
が
「
嚥
下
食
」
に
対
し
、
給

食
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
な

ど
、
チ
ー
ム
で
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
現

状
報
告
。

食
数
は
少
な
い
が
頻
回
に
提
供
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
術
後
食
、
高
齢
者
へ
の
対
応
、

個
人
コ
メ
ン
ト
食
に
チ
ル
を
導
入
し
、
患
者

か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。
給
食
で
働
く
調
理
師

に
と
っ
て
「
患
者
さ
ん

と
の
対
話
に
よ
り
自
分

も
成
長
で
き
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
」
な
ど
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
一
同

説
明
を
す
る

糟
谷
病
院
事
業
次
長


